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平成１７年３月定例会では、
市長の施政方針に対して２月28
日と３月２日に６会派の代表質
問が行われ、３日には４人の議
員が個人質問を行いました。

防災対策について

市民と協働のまちづくり

茶の振興対策について

▼
▼

▼

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
示

さ
れ
て
い
る
浸
水
想
定
区

域
の
防
災
対
策
が
急
が
れ
る
。
地

域
と
の
連
携
、
情
報
伝
達
、
避
難

誘
導
、
救
援
体
制
、
復
旧
体
制
等
、

現
在
の
取
り
組
み
は
。

浸
水
想
定
地
域
を
モ
デ

ル
地
域
に
指
定
し
、
的
確

な
情
報
伝
達
や
避
難
体
制
の
確
立

を
目
指
す
ほ
か
、
宇
治
川
の
水
位

や
雨
量
情
報
等
を
随
時
送
信
可
能

な
国
交
省
の
河
川
情
報
シ
ス
テ
ム

を
災
害
対
策
用
に
も
活
用
す
る
。

ま
た
復
旧
時
に
は
ガ
ス
や
水
道
等

の
民
間
の
事
業
者
と
の
応
援
体
制

に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

今
後
の
高
齢
化
社
会
に

お
い
て
行
政
全
般
に
わ
た

り
地
域
住
民
と
の
連
携
が
重
要
性

を
増
す
。
全
国
平
均
よ
り
低
い
本

市
の
町
内
会
、
自
治
会
の
組
織
率

を
高
め
る
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

町
内
会
・
自
治
会
の
重

要
性
を
認
識
し
、
こ
れ
ま

で
活
動
拠
点
と
な
る
施
設
の
整
備

を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
が
、
単

身
者
の
未
加
入
、
加
入
が
任
意
で

あ
り
強
制
で
き
な
い
等
の
理
由
に

よ
り
組
織
率
が
上
が
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
市
民
と
の
協
働
が
何
よ
り

重
要
と
考
え
、
今
後
も
組
織
率
向

上
に
有
効
な
方
策
を
検
討
す
る
。

本
市
が
全
国
に
誇
る
伝

統
産
業
で
あ
る
宇
治
茶
の

生
産
環
境
が
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
よ
り
悪
化
し
て
い
る
。
安
定

し
た
生
産
基
盤
確
立
の
た
め
行
政

の
積
極
的
な
支
援
策
が
必
要
で
は
。

手
摘
み
に
よ
る
高
品
質

の
茶
生
産
の
推
進
、
製
茶

機
械
貸
与
の
個
人
工
場
へ
の
拡
大

等
、
茶
生
産
農
家
の
取
り
組
み
に

積
極
的
に
対
応
し
て
い
る
。
今
後

も
、
茶
生
産
農
家
が
将
来
を
見
据

え
て
安
定
し
た
経
営
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
重
要
と
考
え
、
茶
生

産
組
合
と
十
分
協
議
の
上
、
茶
業

振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問 問

答 問

答答

憲法９条改正、市長の見解は

市町村合併、市民とまず議論を

障害児の放課後の生活について

▼
▼

▼

憲
法
９
条
改
正
に
対
す

る
国
会
の
動
向
と
国
民
世

論
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
の
市

長
と
し
て
改
憲
す
べ
き
で
な
い
と

の
見
解
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
。

国
会
の
憲
法
調
査
会
で

も
憲
法
９
条
の
改
正
が
大

き
な
論
議
に
な
っ
て
お
り
今
後
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。
戦
争
は

最
大
の
人
権
侵
害
で
あ
り
、
全
世

界
で
テ
ロ
が
多
発
す
る
情
勢
の
下
、

戦
争
の
愚
か
さ
と
平
和
の
尊
さ
を

後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
戦
争

を
二
度
と
し
な
い
、
さ
せ
な
い
社

会
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

現
在
、
準
備
段
階
に
あ

る
市
町
村
合
併
協
議
会
が

立
ち
上
が
れ
ば
市
民
の
意
向
と
無

関
係
に
合
併
の
道
へ
巻
き
込
ま
れ

る
の
で
は
。
市
民
と
の
議
論
こ
そ

先
行
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

合
併
す
る
こ
と
と
合
併

の
論
議
を
す
る
こ
と
は
別

問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
、
関
係
市
町
が
協
議
し
な

け
れ
ば
税
や
公
共
料
金
等
の
市
民

が
本
当
に
知
り
た
い
情
報
は
得
ら

れ
な
い
。
関
係
市
町
が
詳
細
な
内

容
を
協
議
し
た
上
で
、
市
民
に
情

報
を
提
供
し
て
こ
そ
自
由
な
合
併

の
論
議
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。

近
辺
自
治
体
で
広
が
っ

て
い
る
学
童
保
育
で
の
養

護
学
校
小
学
部
の
児
童
の
受
け
入

れ
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た

中
・
高
等
部
の
生
徒
へ
の
放
課
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

養
護
学
校
に
通
う
障
害

児
の
放
課
後
や
長
期
休
暇

中
の
保
育
対
策
を
平
成
17
年
度
か

ら
宇
治
市
児
童
育
成
計
画
後
期
計

画
で
検
討
す
る
。
ま
た
、
養
護
学

校
の
空
き
教
室
を
利
用
し
て
、
養

護
学
校
に
通
学
す
る
中
高
生
を
預

か
り
、
社
会
に
適
応
す
る
日
常
的

な
訓
練
を
府
の
事
業
と
し
て
平
成

17
年
度
か
ら
実
施
の
予
定
で
あ
る
。

問問 答答

答 問

新たに取り組む子育て支援施策は

新宇治淀線の進捗状況は

学校給食の今後の事業展開は

▼
▼

▼

平
成
17
年
度
よ
り
、
さ

ら
に
身
近
な
地
域
で
子
育

て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

子
育
て
支
援
施
策
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
新
た
な
取
り
組
み
内
容
は
。

新
年
度
よ
り
、
子
ど
も

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
、

集
い
の
広
場
事
業
な
ど
を
新
規
に

実
施
す
る
。
ま
た
、
保
育
所
分
園

の
設
置
に
よ
る
保
育
所
入
所
枠
の

拡
大
な
ど
い
っ
そ
う
の
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
む
。
今
後

も
、
子
育
て
に
夢
が
広
が
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
様
々
な
施
策

を
展
開
し
た
い
。

新
宇
治
淀
線
の
開
通
は
、

大
き
な
経
済
効
果
を
発
揮

す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、

大
久
保
地
区
の
再
開
発
に
も
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
事
業
で
あ
る
。

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

昨
年
９
月
の
京
都
府
議

会
で
の
府
知
事
の
前
向
き

な
答
弁
を
受
け
、
府
と
の
実
務
担

当
者
レ
ベ
ル
の
協
議
を
行
い
、
そ

の
後
、
庁
内
担
当
者
に
よ
る
会
議

や
府
担
当
者
を
交
え
て
の
協
議
を

重
ね
て
い
る
。
京
都
府
か
ら
は
、

平
成
17
年
度
に
は
本
格
的
な
調
査
、

検
討
を
行
う
考
え
で
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
早
期
事
業
着
手
を
目
指

し
、
鋭
意
取
り
組
み
た
い
。

学
校
給
食
が
民
間
に
委

託
さ
れ
５
年
経
過
す
る
。

開
始
後
５
年
を
め
ど
に
現
行
の
実

施
方
法
を
見
直
す
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
今
後
の
事
業
展
開
は
。

現
行
の
民
営
化
実
施
方

針
は
、
委
託
化
の
進
行
に

伴
い
、
委
託
校
の
選
択
条
件
に
合

致
し
得
る
学
校
が
少
な
く
な
る
な

ど
の
課
題
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
、

民
間
委
託
が
も
た
ら
し
た
成
果
と

課
題
を
整
理
し
、
今
後
の
学
校
給

食
実
施
体
制
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
民
間
委
託
を
円
滑
に
進
め

る
方
向
で
、
さ
ら
に
効
率
的
な
給

食
運
営
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
。

問問 答答

答 問

本市のニート対策は

預かり保育の研究の進捗状況は

乳幼児医療費助成の段階的実施を

▼
▼

▼

ニ
ー
ト
（
注
）
の
増
加

は
、
国
内
の
労
働
力
が
減

少
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、
自
身

の
人
生
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で

あ
る
。
本
市
の
ニ
ー
ト
対
策
は
。

現
在
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

宇
治
等
の
関
係
機
関
と
の

連
携
や
、
京
都
府
の
若
年
者
就
業

支
援
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
む
若
者

を
対
象
と
し
た
就
業
支
援
事
業
へ

の
協
力
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後

も
、
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て

い
る
情
報
提
供
、
セ
ミ
ナ
ー
、
職

業
紹
介
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、

若
者
の
就
業
支
援
を
進
め
た
い
。

（
注
）
教
育
・
雇
用
・
職
業
訓
練

の
ど
の
活
動
に
も
属
さ
な
い
若
者
。

第
４
次
行
政
改
革
実
施

計
画
に
お
い
て
、
公
立
幼

稚
園
に
お
け
る
預
か
り
保
育
の
研

究
を
行
う
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

取
り
組
み
状
況
及
び
検
討
内
容
は
。

預
か
り
保
育
は
、
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
を
十
分
認
識

し
た
上
で
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
単
に
長
時
間
預
か
る
と
い

う
観
点
か
ら
で
は
な
く
教
育
的
な

観
点
か
ら
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
。
ま
た
、
指
導
体
制
の
整
備
や

施
設
面
で
の
課
題
な
ど
、
実
施
に

当
た
り
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
引

き
続
き
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

乳
幼
児
期
に
は
、
風
邪

や
発
熱
な
ど
医
者
に
か
か

る
機
会
が
非
常
に
多
い
。
乳
幼
児

の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、
段
階

的
に
で
も
助
成
で
き
な
い
か
。

現
在
、
償
還
額
総
額
は

２
百
万
円
と
少
額
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
自
己
負
担
限
度
額

を
仮
に
５
千
円
に
し
た
場
合
、
支

出
総
額
は
年
間
１
千
５
百
万
円
か

ら
２
千
万
円
く
ら
い
に
な
る
と
試

算
し
て
い
る
。
国
の
三
位
一
体
改

革
や
不
況
の
中
で
財
源
の
確
保
は

難
し
く
、
平
成
17
年
度
で
は
予
算

計
上
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
引
き

続
き
財
源
の
確
保
に
努
力
し
た
い
。

問問 答答

答 問

平
成
17
年
２
月

15
日
　
議
会
運
営
委
員
会

18
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

21
日
　
議
会
運
営
委
員
会

22
日
　
本
会
議
（
招
集
・
提
案
説

明
等
）

各
派
幹
事
会

23
日
　
議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
議
案
審
議
・
委

員
会
付
託
等
）

全
員
協
議
会

予
算
特
別
委
員
会

委
員
長
会
議

24
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

28
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

平
成
17
年
３
月

２
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
日
　
議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
一
般
質
問
・
議

案
審
議
）

各
派
幹
事
会

議
案
第
16
号
審
査
特
別
委

員
会

４
日
　
総
務
常
任
委
員
会

７
日
　
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

８
日
　
市
民
環
境
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

９
日
　
予
算
特
別
委
員
会

10
日
　
予
算
特
別
委
員
会

11
日
　
議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
議
案
審
議
）

14
日
　
予
算
特
別
委
員
会

15
日
　
予
算
特
別
委
員
会

16
日
　
予
算
特
別
委
員
会

17
日
　
予
算
特
別
委
員
会(

現
地)

18
日
　
議
案
第
16
号
審
査
特
別
委

員
会

22
日
　
総
務
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

24
日
　
予
算
特
別
委
員
会(

総
括)

28
日
　
議
案
第
16
号
審
査
特
別
委

員
会

29
日
　
議
会
運
営
委
員
会

30
日
　
議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
議
案
審
議
等
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

各
派
幹
事
会


